
(57)【要約】

【課題】　　　　　　寝返りを高精度で検出することが

でき、床ずれを確実に防止することができる姿勢判断装

置及び床ずれ予防装置並びに方法を提供する。

【解決手段】　　　　体動信号が検出された場合に、そ

の直前の呼吸信号の振幅Ａと、その直後の呼吸信号の振

幅Ｂとの変化率｜（Ａ－Ｂ）／Ｂ｜がしきい値Ｃ以上で

ある場合に、体動の前後の呼吸信号の振幅が変化したと

判断し、これを患者の姿勢が仰臥位から横臥位に又はそ

の逆に変化したものであると判断して、寝返りが生じた

と判定する。

【選択図】　　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 患 者 と 寝 具 と の 間 に 配 置 さ れ る エ ア マ ッ ト と 、 前 記 エ ア マ ッ ト の 圧 力 変 化 を 電 気 信 号 と
し て 検 出 す る セ ン サ と 、 前 記 セ ン サ に よ る 検 出 信 号 を フ ィ ル タ リ ン グ し て 体 動 信 号 と 生 体
信 号 と を 分 離 す る フ ィ ル タ と 、 前 記 体 動 信 号 の 前 後 に お け る 前 記 生 体 信 号 の 変 化 を 基 に 前
記 体 動 信 号 が 寝 返 り に 起 因 す る も の で あ る か 否 か を 判 断 す る 判 断 部 と を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 姿 勢 判 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 生 体 信 号 は 、 呼 吸 信 号 又 は 心 拍 信 号 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 姿 勢
判 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 生 体 信 号 の 変 化 は 、 前 記 体 動 信 号 の 前 後 に お け る 前 記 生 体 信 号 の 振 幅 を 夫 々 Ａ 及 び
Ｂ で あ る と し た 場 合 に 、 そ の 振 幅 の 変 化 の 大 き さ ｜ （ Ａ － Ｂ ） ｜ 、 振 幅 の 変 化 率 ｜ （ Ａ －
Ｂ ） ／ Ｂ ｜ 又 は ｜ （ Ａ － Ｂ ） ／ Ａ ｜ 、 一 定 期 間 に お け る 振 幅 の 積 分 値 の 変 化 、 又 は Ｓ ／ Ｎ
の 変 化 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 姿 勢 判 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 生 体 信 号 の 変 化 の 判 断 は 、 振 幅 が 所 定 の し き い 値 以 上 で あ る 体 動 信 号 又 は 所 定 値 以
上 の 振 幅 が 所 定 時 間 以 上 継 続 し た 体 動 信 号 を 検 出 し た 場 合 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 姿 勢 判 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 姿 勢 判 断 装 置 の 前 記 判 断 部 に よ る 寝 返 り の
検 出 が 一 定 時 間 以 上 な さ れ な か っ た 場 合 に 、 床 ず れ の 危 険 を 予 告 す る こ と を 特 徴 と す る 姿
勢 判 断 に よ る 床 ず れ 予 防 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 患 者 と 寝 具 と の 間 に エ ア マ ッ ト を 配 置 し 、 前 記 エ ア マ ッ ト の 圧 力 変 化 を 電 気 信 号 と し て
検 出 し 、 そ の 検 出 信 号 を フ ィ ル タ リ ン グ し て 体 動 信 号 と 生 体 信 号 と を 分 離 す る 工 程 と 、 前
記 体 動 信 号 の 前 後 に お け る 前 記 生 体 信 号 の 変 化 を 基 に 前 記 体 動 信 号 が 寝 返 り に 起 因 す る も
の で あ る か 否 か を 判 断 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 姿 勢 判 断 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 生 体 信 号 は 、 呼 吸 信 号 又 は 心 拍 信 号 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 姿 勢
判 断 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 生 体 信 号 の 変 化 は 、 前 記 体 動 信 号 の 前 後 に お け る 前 記 生 体 信 号 の 振 幅 を 夫 々 Ａ 及 び
Ｂ で あ る と し た 場 合 に 、 そ の 振 幅 の 変 化 の 大 き さ ｜ （ Ａ － Ｂ ） ｜ 、 振 幅 の 変 化 率 ｜ （ Ａ －
Ｂ ） ／ Ｂ ｜ 又 は ｜ （ Ａ － Ｂ ） ／ Ａ ｜ 、 一 定 期 間 に お け る 振 幅 の 積 分 値 の 変 化 、 又 は Ｓ ／ Ｎ
の 変 化 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の 姿 勢 判 断 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 生 体 信 号 の 変 化 の 判 断 は 、 振 幅 が 所 定 の し き い 値 以 上 で あ る 体 動 信 号 又 は 所 定 値 以
上 の 振 幅 が 所 定 時 間 以 上 継 続 し た 体 動 信 号 を 検 出 し た 場 合 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
６ 乃 至 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 姿 勢 判 断 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 請 求 項 ６ 乃 至 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 に よ る 寝 返 り の 検 出 が 一 定 時 間 以 上 な
さ れ な か っ た 場 合 に 、 床 ず れ の 危 険 を 予 告 す る こ と を 特 徴 と す る 姿 勢 判 断 に よ る 床 ず れ 予
防 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ベ ッ ド 等 の 寝 具 上 に 寝 て い る 患 者 等 の 床 ず れ を 姿 勢 判 断 に よ り 予 防 す る た め
の 姿 勢 判 断 装 置 及 び 床 ず れ 予 防 装 置 並 び に 前 記 姿 勢 判 断 装 置 の 使 用 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ベ ッ ド 上 に 寝 た き り に な っ た 患 者 は 、 も し 寝 返 り 等 に よ り 適 宜 の 間 隔 で 体 を 動 か し て い
な い と 、 床 ず れ が 発 生 す る 。 そ こ で 、 圧 電 素 子 に よ り 体 動 を 検 知 し 、 こ の 体 動 の 中 か ら 、
寝 返 り 等 の 粗 体 動 と 、 心 拍 及 び 呼 吸 等 の 細 体 動 と を 区 別 し て 検 知 す る こ と に よ り 、 粗 体 動
が な い 部 位 を 床 ず れ 部 位 と し て 判 定 す る 就 寝 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ： 特 許 第
２ ７ ６ ８ １ ９ ６ 号 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 ベ ッ ド 上 に エ ア マ ッ ト を 載 置 し た 後 、 こ の エ ア マ ッ ト の 上 に 患 者 を 寝 か せ 、 エ ア
マ ッ ト 内 の 圧 力 変 動 を 患 者 か ら の 生 体 信 号 と し て 検 出 し 、 睡 眠 中 の 無 呼 吸 症 状 を 検 出 す る
無 呼 吸 検 出 措 置 （ 特 許 文 献 ２ ： 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ７ １ １ ０ ３ ） と 、 心 拍 数 及 び 体 動 の 大 き
さ 等 の 生 体 デ ー タ を 検 出 し て 身 体 状 態 を 把 握 す る 就 寝 状 態 監 視 装 置 （ 特 許 文 献 ３ ： 特 開 ２
０ ０ ２ － ５ ２ ０ １ ０ ） が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ７ ６ ８ １ ９ ６ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ７ １ １ ０ ３
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ５ ２ ０ １ ０
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 技 術 で は 、 心 拍 等 の 細 体 動 で は な い 粗 体
動 を 、 寝 返 り と し て 検 出 す る が 、 こ の 粗 体 動 の 信 号 の 中 か ら 、 真 に 寝 返 り で あ る 信 号 を 見
分 け る こ と は 困 難 で あ る 。 例 え ば 、 手 を 動 か し た だ け で 、 粗 体 動 の 信 号 が 検 出 さ れ 、 こ れ
を 寝 返 り と 判 断 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 技 術 で は 、 エ ア マ ッ ト の 増 幅 信 号 か ら 姿 勢 を 判 断 し て 、
無 呼 吸 状 態 を 検 出 し 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ た 技 術 で は 、 エ ア マ ッ ト の 増 幅 信 号 か ら 姿 勢
を 判 断 し て 、 各 姿 勢 の 占 め る 時 間 割 合 か ら 健 康 状 態 を 把 握 す る も の で あ る か ら 、 い ず れ も
、 姿 勢 変 化 と 、 容 体 悪 化 （ 出 力 信 号 の 低 下 ） と の 間 の 区 別 が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は か か る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 寝 返 り を 高 精 度 で 検 出 す る こ と
が で き 、 床 ず れ を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 姿 勢 判 断 装 置 、 姿 勢 判 断 に よ る 床 ず れ 予 防
装 置 、 姿 勢 判 断 方 法 及 び 姿 勢 判 断 に よ る 床 ず れ 予 防 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 姿 勢 判 断 装 置 は 、 患 者 と 寝 具 と の 間 に 配 置 さ れ る エ ア マ ッ ト と 、 前 記 エ ア
マ ッ ト の 圧 力 変 化 を 電 気 信 号 と し て 検 出 す る セ ン サ と 、 前 記 セ ン サ に よ る 検 出 信 号 を フ ィ
ル タ リ ン グ し て 体 動 信 号 と 生 体 信 号 と を 分 離 す る フ ィ ル タ と 、 前 記 体 動 信 号 の 前 後 に お け
る 前 記 生 体 信 号 の 変 化 を 基 に 前 記 体 動 信 号 が 寝 返 り に 起 因 す る も の で あ る か 否 か を 判 断 す
る 判 断 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 姿 勢 判 断 装 置 に お い て 、 前 記 生 体 信 号 は 、 例 え ば 、 呼 吸 信 号 又 は 心 拍 信 号 で あ る 。
ま た 、 前 記 生 体 信 号 の 変 化 は 、 例 え ば 、 前 記 体 動 信 号 の 前 後 に お け る 前 記 生 体 信 号 の 振 幅
を 夫 々 Ａ 及 び Ｂ で あ る と し た 場 合 に 、 そ の 振 幅 の 変 化 の 大 き さ ｜ （ Ａ － Ｂ ） ｜ 、 振 幅 の 変
化 率 ｜ （ Ａ － Ｂ ） ／ Ｂ ｜ 又 は ｜ （ Ａ － Ｂ ） ／ Ａ ｜ 、 一 定 期 間 に お け る 振 幅 の 積 分 値 の 変 化
、 又 は Ｓ ／ Ｎ の 変 化 で あ る 。 更 に 、 前 記 生 体 信 号 の 変 化 の 判 断 は 、 振 幅 が 所 定 の し き い 値
以 上 で あ る 体 動 信 号 又 は 所 定 値 以 上 の 振 幅 が 所 定 時 間 以 上 継 続 し た 体 動 信 号 を 検 出 し た 場
合 に 行 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に 係 る 姿 勢 判 断 に よ る 床 ず れ 予 防 装 置 は 、 前 記 判 断 部 に よ る 寝 返 り の 検
出 が 一 定 時 間 以 上 な さ れ な か っ た 場 合 に 、 床 ず れ の 危 険 を 予 告 す る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 姿 勢 判 断 方 法 は 、 患 者 と 寝 具 と の 間 に エ ア マ ッ ト を 配 置 し 、 前 記 エ ア マ ッ
ト の 圧 力 変 化 を 電 気 信 号 と し て 検 出 し 、 そ の 検 出 信 号 を フ ィ ル タ リ ン グ し て 体 動 信 号 と 生
体 信 号 と を 分 離 す る 工 程 と 、 前 記 体 動 信 号 の 前 後 に お け る 前 記 生 体 信 号 の 変 化 を 基 に 前 記
体 動 信 号 が 寝 返 り に 起 因 す る も の で あ る か 否 か を 判 断 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 姿 勢 判 断 方 法 に お い て 、 前 記 生 体 信 号 は 、 例 え ば 、 呼 吸 信 号 又 は 心 拍 信 号 で あ る 。
ま た 、 前 記 生 体 信 号 の 変 化 は 、 例 え ば 、 前 記 体 動 信 号 の 前 後 に お け る 前 記 生 体 信 号 の 振 幅
を 夫 々 Ａ 及 び Ｂ で あ る と し た 場 合 に 、 そ の 振 幅 の 変 化 の 大 き さ ｜ （ Ａ － Ｂ ） ｜ 、 振 幅 の 変
化 率 ｜ （ Ａ － Ｂ ） ／ Ｂ ｜ 又 は ｜ （ Ａ － Ｂ ） ／ Ａ ｜ 、 一 定 期 間 に お け る 振 幅 の 積 分 値 の 変 化
、 又 は Ｓ ／ Ｎ の 変 化 で あ る 。 更 に 、 前 記 生 体 信 号 の 変 化 の 判 断 は 、 振 幅 が 所 定 の し き い 値
以 上 で あ る 体 動 信 号 又 は 所 定 値 以 上 の 振 幅 が 所 定 時 間 以 上 継 続 し た 体 動 信 号 を 検 出 し た 場
合 に 行 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に 係 る 姿 勢 判 断 に よ る 床 ず れ 予 防 方 法 は 、 前 記 寝 返 り の 検 出 が 一 定 時 間
以 上 な さ れ な か っ た 場 合 に 、 床 ず れ の 危 険 を 予 告 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 体 動 信 号 を 検 出 し た 後 、 こ の 体 動 信 号 の 前 後 で 検 出 さ れ た 生 体 信 号 の
振 幅 を 比 較 し 、 振 幅 の 差 が 実 質 的 に 存 在 し た 場 合 に 、 前 記 体 動 信 号 が 寝 返 り に よ る も の で
あ っ た こ と を 検 知 す る 。 よ っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 体 動 信 号 に よ り 寝 返 り を 高 精 度 で 検 出
す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 １ は
本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 姿 勢 判 断 装 置 及 び 床 ず れ 予 防 装 置 を 示 す 模 式 図 、 図 ２ は 同 じ く
そ の 信 号 処 理 ブ ロ ッ ク 図 、 図 ３ は そ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 、 図 ４ は 信 号 の 一 例 を
示 す 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 ベ ッ ド １ の 背 ボ ト ム 上 に エ ア マ ッ ト ２ を 敷 き 、 そ の 上
に 、 マ ッ ト レ ス ３ を 載 置 す る 。 そ し て 、 こ の マ ッ ト レ ス ３ 上 に 患 者 が 横 臥 又 は 仰 臥 状 態 で
寝 る 。 こ の エ ア マ ッ ト ２ は 密 閉 袋 の 中 に 空 気 が 封 入 さ れ て お り 、 患 者 か ら の 心 拍 、 呼 吸 及
び 体 動 等 の 生 体 信 号 が 、 エ ア マ ッ ト ２ 内 の 空 気 の 圧 力 変 動 と し て 、 エ ア マ ッ ト ２ に チ ュ ー
ブ を 介 し て 連 結 さ れ た マ イ ク １ ０ に よ り 検 出 さ れ る 。 こ の マ イ ク １ ０ に よ り 検 出 さ れ た 生
体 信 号 は 、 ア ン プ １ １ に よ り 増 幅 さ れ た 後 、 フ ィ ル タ １ ２ に よ り 、 周 波 数 分 離 さ れ て そ の
信 号 の 強 度 が 求 め ら れ る 。 即 ち 、 フ ィ ル タ １ ２ に は 、 １ ． ６ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の 信 号 を 通 過 さ せ
る フ ィ ル タ ａ と 、 ０ ． １ 乃 至 ０ ． ８ Ｈ ｚ の 信 号 を 通 過 さ せ る フ ィ ル タ ｂ と 、 ５ 乃 至 １ ５ Ｈ
ｚ の 信 号 を 通 過 さ せ る フ ィ ル タ ｃ と が 設 け ら れ て お り 、 フ ィ ル タ ａ を 通 過 し た 信 号 は 体 動
信 号 １ ３ と し て 、 フ ィ ル タ ｂ を 通 過 し た 信 号 は 呼 吸 信 号 １ ４ と し て 、 ま た フ ィ ル タ ｃ を 通
過 し た 信 号 は 心 拍 信 号 １ ５ と し て 、 夫 々 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ 、 １ ６ ｃ に よ り デ ジ
タ ル 信 号 に 変 換 さ れ る 。 こ れ ら の デ ジ タ ル 信 号 は コ ン ピ ュ ー タ １ ７ に 入 力 さ れ 、 各 信 号 が
比 較 さ れ て 、 そ の 結 果 が メ モ リ １ ８ に 入 力 さ れ て こ の メ モ リ １ ８ に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 こ の コ ン ピ ュ ー タ １ ７ 及 び メ モ リ １ ８ に よ る 信 号 処 理 に つ い て 説 明 し て 、 本 実 施
形 態 の 姿 勢 判 断 装 置 及 び 床 ず れ 予 防 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 、 図 ３ に 示 す よ う
に 、 タ イ マ ー を ス タ ー ト さ せ る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 生 体 信 号 が マ イ
ク １ ０ に よ り 検 出 さ れ 、 ア ン プ １ １ に よ り 増 幅 さ れ た 後 、 フ ィ ル タ １ ２ に か け ら れ 、 体 動
信 号 １ ３ ， 呼 吸 信 号 １ ４ 及 び 心 拍 信 号 １ ５ が 分 離 さ れ る 。 コ ン ピ ュ ー タ １ ７ に は 、 こ れ ら
の 信 号 が 経 時 的 に 入 力 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 呼 吸 信 号 で 姿 勢 変 化 を 判 断 す る 場 合 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 呼 吸 信 号 の 振 幅 が 検 出 さ れ た
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と す る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 先 ず 呼 吸 信 号 １ ４ の 振 幅 Ａ が 取 得 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ）
。 こ の 振 幅 Ａ は メ モ リ １ ８ に ス ト ア さ れ る 。 こ の 場 合 に 、 患 者 が 仰 臥 位 で 寝 て い る と き と
、 横 臥 位 で 寝 て い る と き の 振 幅 は 相 違 し 、 振 幅 の 大 き さ を 相 対 的 に 比 較 す る こ と に よ り 、
患 者 が 仰 臥 位 で 寝 て い る の か 、 横 臥 位 で 寝 て い る の か を 判 断 す る こ と が で き る 。 図 ４ の 前
半 の 信 号 は 比 較 的 大 き な 振 幅 Ａ を 有 し て い る の で 、 仰 臥 位 で あ る 。 ま た 、 図 ４ の 後 半 の 信
号 は 比 較 的 小 さ な 振 幅 Ｂ を 有 し て い る の で 、 横 臥 位 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 い で 、 体 動 信 号 が 検 出 さ れ た 場 合 に （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 、 体 動 信 号 の 後 に 、 振 幅 Ａ と は
異 な る 振 幅 Ｂ の 呼 吸 信 号 １ ４ が 取 得 さ れ た と き は （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ７ に
メ モ リ １ ８ か ら 振 幅 Ａ が 読 み 出 さ れ 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ７ に お い て 、 振 幅 変 化 率 ｜ （ Ａ － Ｂ
） ／ Ｂ ｜ が 演 算 さ れ る 。 そ し て 、 コ ン ピ ュ ー タ １ ７ は 、 こ の 振 幅 変 化 率 ｜ （ Ａ － Ｂ ） ／ Ｂ
｜ と 所 定 の し き い 値 Ｃ と を 比 較 し （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 、 ｜ （ Ａ － Ｂ ） ／ Ｂ ｜ ≧ Ｃ で あ る 場 合
に （ ス テ ッ プ Ｓ ５ の Ｎ ｏ ） 、 体 動 信 号 の 前 後 で 、 呼 吸 信 号 の 振 幅 に し き い 値 Ｃ 以 上 の 変 化
が 存 在 し た こ と を 把 握 し 、 こ れ を 寝 返 り で あ る と 判 断 し て 、 タ イ マ ー を リ セ ッ ト す る （ ス
テ ッ プ Ｓ １ ０ ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ｜ （ Ａ － Ｂ ） ／ Ｂ ｜ ＜ Ｃ で あ る 場 合 は 、 「 姿 勢 変 化 な し 」 と 判 断 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ６
） 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ で 体 動 信 号 が 検 出 さ れ な か っ た 場 合 及 び ス テ ッ プ Ｓ ６ で 姿 勢 変 化 な し と
判 断 さ れ た 場 合 は 、 タ イ マ ー の ス タ ー ト 後 の 経 過 時 間 Ｔ が 更 新 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 。
そ し て 、 こ の タ イ マ ー ス タ ー ト 後 の 経 過 時 間 Ｔ が 同 一 姿 勢 の 継 続 許 容 時 間 Ｚ を 超 え た 場 合
に （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 、 床 ず れ が 生 じ る 危 険 が あ る と 判 断 し 、 ブ ザ ー 又 は 点 灯 等 に よ り 、 床
ず れ 危 険 を 告 知 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 体 動 信 号 を 検 出 し た 後 、 そ の 前 後 の 呼 吸 信 号 の 振
幅 を 比 較 し 、 そ の 振 幅 の 差 （ 振 幅 変 化 率 ） が 所 定 の し き い 値 以 上 の 場 合 に 、 前 記 体 動 信 号
が 寝 返 り を 示 し て い る と 判 断 し 、 震 幅 の 差 が 前 記 し き い 値 よ り 小 さ い 場 合 に 、 前 記 体 動 信
号 が 寝 返 り で は な く 、 例 え ば 、 患 者 が 手 を 動 か し た だ け で あ る と 判 断 す る 。 従 っ て 、 本 実
施 形 態 に よ れ ば 、 寝 返 り を 高 精 度 で 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 寝 返 り を 検 出 す る た め の 生 体 信 号 は 、 呼 吸 信 号 に 限 ら ず 、 心 拍 信 号 等 、 種 々 の 生
体 信 号 を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 生 体 信 号 は 、 患 者 が 横 臥 状 態 に い る 場 合 と 、 仰
臥 状 態 に い る 場 合 と で 、 そ の 振 幅 が 相 違 し 、 通 常 、 仰 臥 状 態 の 方 が 大 き な 振 幅 の 生 体 信 号
が 得 ら れ る 。 よ っ て 、 体 動 信 号 の み で は な く 、 体 動 信 号 の 前 後 に お け る 生 体 信 号 の 変 化 か
ら 、 寝 返 り を 判 断 す る こ と に よ り 、 寝 返 り を 高 精 度 で 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 寝 返 り を 検 出 す る た め の 生 体 信 号 の 変 化 は 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 前 記 体 動
信 号 の 前 後 に お け る 前 記 生 体 信 号 の 振 幅 を 夫 々 Ａ 及 び Ｂ で あ る と し た 場 合 に 、 振 幅 の 変 化
率 ｜ （ Ａ － Ｂ ） ／ Ｂ ｜ を 基 準 と し て 判 断 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 ｜ （ Ａ － Ｂ ） ／
Ａ ｜ を 振 幅 の 変 化 率 と し て も よ い し 、 又 は 振 幅 の 変 化 の 大 き さ ｜ （ Ａ － Ｂ ） ｜ 自 体 で 判 断
し て も よ い し 、 又 は 、 一 定 期 間 に お け る 振 幅 の 積 分 値 の 変 化 、 若 し く は Ｓ ／ Ｎ （ 信 号 ／ ノ
イ ズ 比 ） の 変 化 を 基 準 と し て 判 断 し て も 良 い 。 こ の 場 合 に 、 振 幅 の 積 分 値 及 び Ｓ ／ Ｎ の い
ず れ も 側 臥 位 よ り 仰 臥 位 の 方 が 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 前 記 生 体 信 号 の 変 化 の 判 断 は 、 全 て の 体 動 信 号 に つ い て す る の で は な く 、 検 出 さ
れ た 体 動 信 号 の 中 で 、 振 幅 が 所 定 の し き い 値 以 上 で あ る 体 動 信 号 又 は 所 定 値 以 上 の 振 幅 が
所 定 時 間 以 上 継 続 し た 体 動 信 号 を 検 出 し た 場 合 に 、 行 う こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 患
者 が 手 を 動 か し た だ け の 場 合 、 又 は 頭 を 動 か し た だ け の 場 合 等 を 、 体 動 信 号 の 前 後 に お け
る 生 体 信 号 の 変 化 を み る ま で も な く 、 寝 返 り で は な い 体 動 信 号 を 排 除 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 本 発 明 は 、 患 者 の 床 ず れ を 確 実 に 予 防 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 床 ず れ 予 防 装 置 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く そ の 床 ず れ 予 防 装 置 の 信 号 処 理 系 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 じ く そ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 信 号 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ： ベ ッ ド
　 ２ ： エ ア マ ッ ト
　 ３ ： マ ッ ト レ ス
　 ４ ： 患 者
　 １ ０ ： マ イ ク
　 １ １ ： ア ン プ
　 １ ２ ： フ ィ ル タ
　 １ ３ ： 体 動 信 号
　 １ ４ ： 呼 吸 信 号
　 １ ５ ： 心 拍 信 号
　 １ ７ ： コ ン ピ ュ ー タ
　 １ ８ ： メ モ リ
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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